
ULP関数

◇機能

指定された値の英字（アルファベット）を大文字または小文字、または先頭のみ大文字に変換した値を返します。

◇構文

ULP(変換対象文字列,変換種別)

◇戻り値のデータ型

文字型

◇処理の例

指定された値の英字を大文字または小文字に変換する
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関数

引数 入力内容

1 変換対象文字列 対象となる文字型フィールドまたは文字のリテラル値、式を指定します。

2 変換種別 変換方法を数値で指定します。
0：大文字に変換する
1：小文字に変換する
2：英単語の先頭文字のみ大文字に変換する

例 式 戻り値

「都市名」フィールドの値が「NewYork」の場合

※「NewYork」が1つの単語として認識されます。

ULP([都市名],0) NEWYORK

ULP([都市名],1) newyork

ULP([都市名],2) Newyork

「都市名」フィールドの値が「New York」の場合

※「New」と「York」で2つの単語として認識されます。

ULP([都市名],0) NEW YORK

ULP([都市名],1) new york

ULP([都市名],2) New York
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